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第
36
回
全
国
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

大
会
に
出
場
し
た
北
浦
中
ハ
ン
ド
ボ
―

ル
部
員
と
、
柳
瀬
校
長
ら
16
人
が
８
月

29
日
、
北
浦
庁
舎
を
訪
れ
、
坂
本
市
長

に
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

北
浦
中
は
、
茨
城
県
大
会
で
２
連
覇

し
、
関
東
大
会
で
第
３
位
に
入
賞
、
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
、
８
月
21
日
福
島
県
で
行

わ
れ
、
一
回
戦
、
愛
知
県
の
汐
路
中
学

校
と
対
戦
。
北
浦
中
の
最
後
の
粘
り
も

届
か
ず
18
対
11
で
惜
敗
、
涙
を
の
み
ま

し
た
。
報
告
会
で
は
、
部
員
一
人
一
人

か
ら
「
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
全
国
へ
行
け

て
よ
か
つ
た
」「
ハ
ン
ド
以
外
に
も
色
々

な
こ
と
を
学
ん
だ
」
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
坂
本
市
長
は
「
こ
の
経
験
は
人
生

の
中
で
必
ず
や
プ
ラ
ス
に
な
る
は
ず
」

と
部
員
た
ち
に
労
い
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
伝
統
行
事
、
巫

女
舞
い
や
奉
納
相
撲
な
ど
が
、
８
月
25

日
、
内
宿
地
区
の
化
蘇
沼
稲
荷
神
社
で

行
わ
れ
、
多
く
の
地
域
住
民
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

今
年
、
華
麗
な
巫
女
舞
い
「
浦
安
の

舞
い
」
を
披
露
し
た
の
は
、
当
番
区
、

長
野
江
区
の
武
田
小
学
校
の　

柳
弥
月

さ
ん (

４
年)

、
栗
俣
直
美
さ
ん (

５
年)

、

成
田
実
果
さ
ん (

６
年)

、
菊
地
侑
紀
さ

ん (

６
年)

、
の
四
人
。
優
雅
な
舞
と
衣

装
で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奉
納
相
撲
で
は
、
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
が
参
加
し
、
豪
快
に
投
げ

飛
ば
す
場
面
も
見
ら
れ
、
会
場
か
ら
歓

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
18
日
、
長
野
江
地
区
の
「
北
浦

広
葉
樹
の
森
」
で
、
４
年
前
に
植
樹
し

た
「
河
津
桜
」
の
周
囲
の
下
刈
り
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
三
和
小
・
武
田
小
の
児
童
及

び
父
兄
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約

２
０
０
人
が
参
加
。
当
日
は
、
あ
い
に

く
の
小
雨
模
様
と
な
っ
た
が
、
参
加
者

た
ち
は
、
大
鎌
や
小
鎌
な
ど
を
手
に
桜

の
木
を
守
る
よ
う
に
、
伸
び
た
周
囲
の

雑
草
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
下
刈
り
体
験
に
よ
り
、
緑
を
守

る
大
変
さ
と
大
切
さ
を
実
感
し
た
様
子

で
し
た
。
そ
の
後
、
ス
イ
カ
割
り
が
賑

や
か
に
行
わ
れ
、
参
加
者
の
草
刈
り
の

疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
、
行
方
市
矢
幡
の
飯
田
信

雄
さ
ん
が
行
方
市
役
所
北
浦
庁
舎
を
訪

れ
、
随
筆
集
「
ひ
と
す
じ
の
絆
」
30
冊

を
行
方
市
内
の
幼
稚
園
・
学
校
等
へ
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
随
筆
集
は
、
飯
田
さ
ん
の
祖
父

に
あ
た
る
亡
き
飯
田
虎
雄
氏
著
「
我
が

歩
み
し
道
」、
叔
母
に
あ
た
る
飯
田
和
子

氏
著
「
親
の
背
中
〜
一
教
師
か
ら
の
発

信
〜
」
の
二
冊
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

貧
困
と
戦
い
な
が
ら
、
染
色
職
人
と
し

て
実
直
に
生
き
た
父
。
父
の
教
え
に
育

ち
、
教
師
と
い
う
道
を
一
筋
に
歩
み
続

け
た
娘
に
よ
る
父
娘
随
筆
集
で
す
。
平

山
教
育
長
か
ら
「
今
、
生
き
る
力
の
育

成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
有

効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。



　

行
方
市
消
費
者
友
の
会
で
は
、
設
立

後
は
じ
め
て
の
移
動
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
48
名
が
参
加
し
、
茨

城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

「
食
品
表
示
の
見
方
に
つ
い
て
」
研
修

を
し
ま
し
た
。　

　

食
の
安
全
は
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
は
偽
装
表
示
問
題
が
後
を
絶
た
な

い
と
い
う
、
危
機
的
な
日
本
の
食
の
現

状
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
じ
て
、
改
め
て
食
の

安
全
の
必
要
性
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

北
浦
商
工
会
青
年
部
主
催
に
よ
る
第

一
回
北
浦
レ
イ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

８
月
26
日
、
山
田
地
区
の
山
田
ワ
ン
ド

に
お
い
て
、
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
の
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
や
行
方
の
特
色
を
活
か
し

た
物
産
展
を
行
い
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で
は
、
ゴ
ム
ボ

ー
ト
の
部
に
37
艇
、
自
作
ボ
ー
ト
の
部

に
５
艇
が
参
加
し
、
二
人
一
組
と
な
り

50
ｍ
先
の
目
印
を
折
り
返
す
１
０
０
ｍ

で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。
自
作
ボ
ー

ト
の
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が

登
場
。
懸
命
に
こ
ぎ
続
け
る
姿
に
周
囲

か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
が
あ
り
、
自
然

溢
れ
る
北
浦
の
魅
力
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

８
月
31
日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
、
第
58
回
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
、
行
方
市
母
子
寡
婦
福

祉
会
会
長
を
務
め
る
大
原
孝
さ
ん
が
、

10
年
以
上
役
員
を
務
め
た
功
績
が
た
た

え
ら
れ
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た

　

母
子
寡
婦
福
祉
会
と
は
、
母
子
や
寡

婦
の
福
祉
や
社
会
生
活
の
保
全
、
促
進
、

厚
生
の
た
め
に
、
会
員
が
協
力
し
て
、

扶
助
や
親
睦
、
融
和
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
方
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
は
、
随
時

母
子
家
庭
の
方
の
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
行
方
市
社
会
福

祉
協
議
会
北
浦
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

９
月
１
日
の
「
霞
ヶ
浦
の
日
」
に
、

環
境
保
全
行
方
市
民
会
議
と
家
庭
排
水

浄
化
推
進
協
議
会
は
、
環
境
保
全
・
水

質
浄
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
促
進
事
業
と
し
て
の
マ
イ
バ
ッ
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

セ
イ
ミ
ヤ
麻
生
店
及
び
玉
造
ベ
イ
シ

ア
の
店
頭
で
マ
イ
バ
ッ
ク
を
配
布
す
る

と
、
さ
っ
そ
く
利
用
し
て
買
い
物
を
す

る
方
が
、
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

　

一
緒
に
配
布
し
た
宿
根
草
苗
（
ク
ジ

ャ
ク
ア
ス
タ
ー
）
や
ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ

な
ど
の
啓
発
用
品
も
、
と
て
も
好
評
で

し
た
。

　

ま
た
、
玉
造
生
活
大
学
の
皆
さ
ん
に

も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。




